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タッチUIにおけるジェスチャー操作名称一覧 
List of gesture oparation terms on touch User Interface 

 

1 活動の目的 

 昨今のスマートフォンやモバイル機器の普及の中で, 複合機の操作パネルにおいてもタッチパネルだ

けで操作を行う機種が主流となってきた。 

また, 操作の対象は従来のハードキーから画面の中のアイコンやオブジェクトに移行し, 操作方法も

単に押すだけの操作からスマートフォン並みのジェスチャー操作を取り入れた製品も増えてきた。 

このような状況の中, タッチジェスチャー操作の名称や使用場面に関して, 各社で用いられている名

称を比較し, スマートフォンOSの情報も付加することで, 使われ方の相違等を認識できる一覧表を作成

した。 

この一覧表を俯瞰することで見えてくる, 業界レベルでの課題抽出にも役立つことを期待している。 

 

2 用語及び定義 

2.1 タッチジェスチャー操作 

 操作画面上で1本あるいは複数本の指を用いて操作すること。 

 

3 タッチジェスチャー操作名称の一覧表 

3.1 調査方法 

 このTRは主にオフィス用複合機の画面操作部で用いられているタッチジェスチャー操作名称及び,

その使用場面に関して, 参加各社の委員が自社複合機の取扱説明書を調査し, スマートフォンのUIガ

イドラインから抜粋した操作名称を付け加えて, 2019年度にまとめた。 

 調査対象として各社の参考機種は次による（表1参照） 

 キヤノン  imageRUNNER Advance C5560F Ⅱ, Satera MF 726Cdw/722Cdw 

 リコー  MP C6004/C5504/C4504/C3504 

 コニカミノルタ bizhub C754e/C654e 

 富士ゼロックス ApeosPort-VI C7771/C6671/C5571 

 ブラザー  MFC-L8610CDW/MFC-L9570CDW 

 シャープ  MX-5170FV/MX-4170FV/MX-3650FV 

 東芝テック e-STUDIO 2505AC/3505AC/4505AC/5005AC 

 

3.2 表構成及び調査結果のまとめ 

 一覧表は次の項目で構成されている。 

  ・メーカー名（横列） 

  ・タッチジェスチャー操作のイメージイラストと説明 

・操作名称（上段）及び使用場面（下段） 

  ・参考機種 

 

 調査結果をまとめた一覧表を表1として次頁に示す(旧版は3頁参照)。
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(旧版 平成27年制定) 



 

解 1 

 

 

タッチUIにおけるジェスチャー操作名称一覧 

解 説 
 

1 制定の趣旨 

 近年複合機の操作パネルは画面を使ったソフトウェアキーが主体となっており, 従来のように単に

押すだけの操作だけでなく, スマートフォンに代表されるタッチジェスチャー操作を取り入れた製品

が増えてきた。 

 このような状況の中, 各社がどのような名称を使ってタッチジェスチャー操作を説明しているのか

を俯瞰するために一覧表を作成した。 

この表を, 各社のデザイン部門又はユーザーインターフェイス設計部門, 取扱説明書制作部門等が

閲覧できることで, 有効に活用できるのではないかとの考えからTR化に至った。 

 

2 活動の経緯 

 タッチジェスチャー操作の説明にあたり, 一般的な呼称においても個人差があることをきっかけに, 

各社の操作名称を調査するに至った。 

調査の対象となる操作名称ついては, 今後のTR更新にあたり明確な指針で再調査できることを配慮

し, 社内における一般的な呼称ではなく取扱説明書から名称を抜粋している。 

 表の作成にあたり, 操作名称だけでなくその使用場面も記載するなど, 議論を重ねた上で表にする

ことでまとまった。 

 

3 今回の改正のポイントと改正履歴 

 今回の改正は, 2018年度にユーザーインターフェイスデザインプロジェクト／ステアリングチーム

の活動に参加している各社が, 複合機の取扱説明書を調査し,まとめたものである。 

初版が2015年度に制定されたが, 時代の変化や技術進化によって, 複合機のタッチジェスチャー操

作も一般化される中で, 操作名称がどのように変化しているのかを把握する必要があるとの判断で改

正を実施した。 

スマートフォンに代表されるタッチジェスチャー操作は様々な形で用いられており, 一般的な操作

認識が日々変化しているのが実状である。 

変化し続けるタッチジェスチャー操作の継続的な調査は重要と考えており, 今後も定期的な見直し

を実施する。 
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